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民
史
学
会
設
立
ま
で
の
経
過

者
法
略
大
学
に
は
古
く
仲
町
、
り
￥
甫
手
鴨
川
銃
部
に

f
w〈
妓
寧
併
が

あ
リ
、
そ
の
広
費
者
時
現
荘
社
会

ρ
各
方

f

面
持
に
殺
育
界
に
浩

d
m

レ
て

υ
る
の
で
あ
る
が
、
務
拡
黙
殺
向
も
右

山口

括
和
二
十
三
年

の
意

、
矢
吹
，
却
に
W
人家，
μ
加
が
議
噌
征
さ
れ
る
こ
と
〉
な
り

、
安
口

+
肝
渇
和
二
十
四
年
に
は
新
制
大
学
m
w

発
足
を
共
に
新
た
者
孝
、
位

、
か
三
氏
に
加
向
り
、

川以

積
匂
位
決
発
展
私
撮
す
る
よ
う
に
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づ
た

ご
の
問
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教
埼
営
住
暗
幣

に
融
和
レ
ヴ
，
、
相
鴻
え
ず
、
広
く

京

〈

名

穫

の

研

究

に

浸

頭

し

て

け

た

の

で

あ

る

が

‘

本

年

見

和

二
十
ゑ
年
二
円
噴
グ
・
っ
当
掌
科
救
出
恨
講
防
学
生
を
主
体
と
す
多

法
政
大
学
受
写
会
を
設
立
レ
、
ま
と
ま
っ
た
府
究
機
関
を
晶
、娼
.

し
よ
う
之
ず
る
尋
移
一
が
吠
軍
科
府
究
室
グ
・
η

起

り

、

歌

鼠

え

ず

二
月
十
〈
白
'
午
竣
例
記
の
様
窓
公
粛
講
演
会
を
商
催
し
た
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、
の
晶
娘
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宵
十
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絞
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井

、
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内

、

商

議
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d
k
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安
芋
科
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生
委
買
ハ
渡
辺
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水
、
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守
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議
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一
円
二
十
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臼
卒
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安
字
科
第
一
回
卒
業
佐
を
返
る
〉
終
了
媛
、
卒
業

写
生
に
女
学
会

mw

威
主
多
慣
を
説
明
し
入
会
主
勧
め
た
。

新
品
z
b
M

呼
稜
.ぺ
・
入
つ
が
八
四
月
二
十
羽
田
別
認
の
ん
叩
く
新
入
佐
叡

巡
会
t
F
-

商
け
た
滞
主
、
在
校
生
一
向
に
説
』
行
動
明
白
何
本
リ
女
手
A
債

の
品
開
山
主
忽
音
に
つ
き
.
し
丸
山
救
助
荷
主

り
会

刻
索
に
つ
を
七
久
々
説

胡
あ
り
・

r

向
の
費
、
成
主
得
、
ご
ち
に
学
会
ぱ
正
式
に
い
決
主
ま

兎

だ

の

で

あ

る

w

(

竹

内

敬

枝

J
)

沼
和
二
十
五
年
産
地
講
義
輝
百

安
品
手
続
品
町
議
品
川
・
中
村
英
勝

刊
ロ
木
ψλ

晶
明
器
句
勘
制
動
明
感
升
益
水
制
岬

宮
本
す
ス
拠
叫
鋭

東
洋
安
値
帆
説

， 

丸

山

建

網

" 
恥

相

沼

庁

内

描

略

仲
リ
財
産
話

晶

山

洋

実

描

慨

時

叫

11 

日

本

宮

崎

殊

講

義

宵
本
品
巧
杏
掌
・
神
情
的
者
藤

円
開
示
多
文
書
胡
T

8

ふ
棋
義
進
一

ヨ
・
本
也
、
代
。
入
働
事
由
w.
丸
山
崎
市
伶
鋼

g
本

併

殺

安

携

市

笠

原

一

雄

事
前
外
拡
火
事
汐
安

繕
袋
、
成

百
ホ
叫
府
管
愈
慰
安

杉
ホ

軒
端
層
推
新
史
跡
帆
山
祇
藤
守
護
太
郎

臼
朱
笈
村
守
人
議
品
町

小

品
山
田
部

申
ヘ
華
街
舟
宙
開
助
制
後
蒜
弁
・
d
改
占品
開

マ

，電

解

題

百
本
安
潟
、
暫

.， 11 

M
丸
山
占
吟
鯛

/1 

接
持
著
#ハ、都

丸
山
一
郎
副
判

日
本
実
減
、
暫

衆活庁
O
K
持
稼
講
五
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・
ピ
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軍
町
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程
の
科
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ず
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者
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本

会
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政
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学
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京

札

る

講

堂

に
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講

演

会
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唯
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が

-

:

末
A

営
者

〈

十

余
4
位

、

六

十

才

に

、

広

け

高

等

学

殺

の

先

生

も

居

れ

ば

活

け

h
k

手

大

吟

広

一

も

居

先

が

宇

に

志

す

気

持

は

同

じ

で

皆

轟

繁

者

る

態

度

で

嘉

講

し

J

ハ
な
る
日
成
百
戒
を
挙
、
げ
J
Y

円。

伝々
J

一

局

佐

す

竹

内

救

助

川

よ

リ

線

拶

が

あ

り

‘

択

で

中

村

議

痛
の
「
イ
、
収
ペ
リ
ー
へ
議
九
佼
剣
蔑
の
発
達

L

、

接

持

絞

殺

の

寸

拐

洛

Ase
品。

桂

新

安

の

新

し

け

莞

芳

」

の

講

斎

が

あ

り

、

講

堂

を

看

室

に

レ

.

て

幻

耀

を

借

用

し

右

が

わ

河

野

教

殺

の

づ

吹

亜

考

古

岬

干

の

須

況

」

に
つ
い
マ
の
講
必
測
が
あ
っ
た
。

終

つ

声

、

の

ぱ

豆

持

で

あ

っ
J
K

が

題

講

者

は

景

犠

ま

で

教

必

口

艶
J

訴

を

続

け

た

。

そ

の

講

演

の

要

旨

ば

ポ

の

都

く

で

あ

っ

た

.

イ
￥
り
ズ
議
会
の
由
党
遣
に
つ
い
て

山
市
対
英
勝

立

憲

政

洛

の

円

常

国

パ

ぞ

リ

ス

ロ

は

ポ

ヌ

の

憲

法

M
r

な

い

.

今

百
坤
u
g川

に

広

〈

行

初

比

て

け

る

議

会

制

度

の

範

左

εす
イ

ズ

リ

中

位

以

来

イ

イ

リ

ス

社

会

の

政

渇

浩

'

動

内

市

A
M

ヲ
へ
の
議
会
司
、

ら
自
タ
発
生
約
に
い
成
立
し

与

の

間

々

の

必

要

に

逼

応

レ

ヴ

r.f) 

今

回

の

形

を

な

し

た

.

議
会
の
機
・
成
、

運

営

も

中

ぜ

社

会

よ

り

近

代

社

会

へ

の

発

展

に
沿
じ
て
'
絶
え
ず
嵐
長
左
続
け
て
禾
が
い

固

定

し

た

制

度

V
」
し
マ
で
は
必
〈
‘
生
宅
六
「
守
〈
的

形
氏

物

vι

し

て

イ

ギ

リ

ス

説

会

飲

治

め
亮
壊
の
路
左
山
一
る
必
専
が
あ
ゐ

9

あ
ら

ゆ

る

向

建

主

義

し

ゐ

い

で

解

決

す

る

議

会

政

務

ぱ

与

ぜ

終

に

イ

ギ

リ

ス

で

発

達

レ

の
が

豆

つ

最

も

よ

く

霊

堂

芝

れ

て

い

る

珂
渇
維
新
J
K
の
新
ら
し
け
見
方
考
方

藤
井
謹
犬
、
部

河
治
維
新
ば
晴
、
代
が
迩
く
ゆ
人
科
が
双
山
ち
る
の
で
、

r
安

研

究
上
完
品
開
ゼ
る
音
材
室
で
あ
，
る

e

晃
庁
刀
考
労
の
和
何
に
よ
っ
て

後
任
臼
司
会
体
系
が
橋
氏
ゼ

・円

札

る

.

党

づ

第

一

に
維

新

の

安

草

ぱ

日

本

国

民

性

特

に

侍

祭

賞

〆

非

改

巾

に

影

響

し

て

・

拘

束

し

て

け

る

，

第

二

仁

件

、社
会
じ
理
日
字
、
社
会
物
理

今

の

世相

克

に
貴

重

な

責

特

左

足

成

し

て

い

る

.

第

三

に

は

動

平

一

宵

賓

と

川
小
、
究
開
運
が
凡
て
の
河
廷
に
附
着
し
て
社
会
政
嬢
声
左
後
代
し

て

い

る

。

務

甘

い

は

手

一
政
岬
切
さ
で
初
ま
づ

企た
政
泡
東
草
が
策
キ
一

政
治
の
社
会
形
律
令
、
終
tι

告
げ
た
寺

長

準

原

涯

を

Hosei University Repository



C<< ) 

東

垂

考

古

羊

の

現

況

.

. 

， 

耐

岡

野

地

極

活
骨骨

・
殺
・

J

が
函

h
た
け
る
由
来
亙
考
古
借
干

の
祈
・
克
A
W

非
常
冷
笑

s
m
を
進

げ

た

.

町

ち

杯
d
R

A
W

盈
副
に

Z
Z
9
J
--r
・
a
f
九

・
衣

川地
.

令
・
喝
J

d
E
ω
J
A

U--

・先

ゆ
入
時
.代

h

h
・4
悦
べ
に

忍
Z'

多

、

ケ
泊
先

J
l

hρ

・方

面
の
研
品
交
に
主

要

右

妥

d
R
」
乙
夢

渋

し

'
F
二

を
ご
、
ν

そ
れ

η

の
中
で
'
和

J
h
"

直
持
病
問
ぽ
択
し
た

の

は

‘

山

家
倉
吉
岡

地溜
採

の
努

.成
ハ
春
社
以
戟
菌
爵
代
合
脊
の
務
減

必

)
-
ザ
刈
け
凡
省
略
都
燃

の
純
手
一
城
〈

積
固
廿
町
、
代
の
組
問
め
都

Jm
礼
凪
)

‘
義

経

-K
問

わ

平

織

〈
山
泊
拍恨
の
都
減

吐

)

、
伊
明
漁
連
岨
防

の
歳

代
壁
民
酬
止
V

場

'q
ど

で

わ

ゐ，

需
査
の
持
票

ω
一
部
発
京
乏
れ

だ
も
の

Z
め

る

が

・
久

部

人
付
ぱ
百
ず
ト

整

理

中

で
あ
り

・
産
品
r
・り
す
正
式

的
教
島
市
嘗
〆
刊
符

さ
丸
る
と
ど
・
恵
、
7
.

2
-二
己

主

-aj
震
へ
引
バ
什
什
川
パ
叫
什
利
川
引
J

許
遺

η

一
郎
ド
質

主
に
な
っ
色
・
・
唱
u

副
学
初
平
禁
忌
沼
恒
一
旬
、
(

M
戸
山

w
r
'め

る

の

下

回

決

だ

褐

M
J
T
ら

く

。

(

去

球

界

ニ

百

号

~

意
奇
零
頁

Z-汁J
志
し静
占
有
達
一
部
を
改
正
す
る
忌
…
辱

一

成
萎
世
相
・
団
員
電
許
之
常
行

法

ハ

宙

和

ニ

T
we
手
広
律

事
吉

田

'-

f

・
八
号
V

骨

一
河
島
坊

の
よ
hγ

し陀
放
♀
干
・
0

)

第
十
三
ロ
ぢ
の
女
比
焚
の
一
去
を
加
え

-

e
r

1
J判
例
制
剣
制
刈
辺
司
剖
剥

JZ「川
叫
必
川
!
剣
一
一

一鉱
一翼

廼

虐

巳

k

b

a
相

Hm
験

検

烹

lι

一
一
民
力
局
免
許
一
へ

-

一

安

t

b

=

c

を

与

b

菅
川
町
持
え

(
一伏

益

%

に

U
4

~

一
ヤ
ム
町三

-X
E
へ
蒜
文
畑
町

特

出
百
珠
海
Z

2

3

も
一
w暗
殺

品
代

J

h
車

〕

一

一

十
四
号
)
の
島
パ
め
ゐ
し
ピ
ご
わ

』」

よ
一
等

g
d相
内

仮

一

{

一

一
っ

て
符

定

音

世

サ

ル

一

者

一

審

、
勾

-
移
.

守

一

~

一11
Li

l
l
i
--
-
l
i
F惚
怜
い
い
一

}

第
f

百

例

A 
A 

突

い宇
ふ
A

F

紘

一

泊

料

会

・門
司
寸
同
点
二
・
イ
往
年
六
月

r
b寸
V

A悶

F

ム

曜
V

キ
命

久

鴻

庁

内
品

必
洋

画

丸

事

佼

室

で

-m
得
、
さ
礼

F
-
，

ず
み
持
会

長
A
V
，
然

拶

に
匂

t
ソ
‘

... 
'1;: 

日
本
p
h
忠
明
支
持
申
入
刀
戸

考
幅
品
川
|

-品吋
・
γ
大
対
抗
吋
芝

て
と
廼
レ

-
k
e'
P慌
の
本
川
町
位
明
書

、
ポ
で

‘ 
2 

一
動
向
に
つ

ぶ
身
、

中

也

木

銅

京

咽

仁

於

ゆ

る

山

花

持

の

性

総

ど

そ

の

り
て

l
l
持
品
吋

初
回拘
留
一
ニ

.靖

郎

谷

僻

村

さ

吸

器

・

fu

て
と
渇

し
太

・1
'椛
mw

后
汲

品
川
乞
巷
の
発
点
M

7

4
の

車
ぺ
合
ハ
に
づ

け

ポ

4c
賀

紋

必

巷

.
内
時
期
間
ゐ
の
ご
ど
ど
て
遺
滋

の
々
い
質
向
h
川

必
〈

μ
V
N
究
必

・勺
h

札
・
ヌ
叩
川
伸
m
k
H
窓

が

わ

リ

受

に

互

ド

わ

が

円

な

け

河
歯周

μ
.v引
っ
つ
か
る
ど
蕗
升
.
竹

内

所

教
出
刊
に
出
地

返
・
乏
仰
f

・、

突

に

与

ご

マ

か

な

笥

究

会

で

為

リ

A
質
主
渇
疋
を
包
だ

。
忽

つ

て

亥

写

会

重

憶

の

壮

方

に
つ
け
て

会

話

戸
商
と
長
に

品
附
を
交
え

て

急

晃

の
交

換

が

行

は

J
F実
に
有
急
義
で
あ
っ
た
。

mw
活
T
b
g

乞
掲

げ
る
つ

沢

に

キ
4
ポ

臼
ホ
初
期
如
実
丹
支

の
祈
党

ー
明
夫
再
大
治
大
村
牝
お
の
研
究

l本
川

ゑ

ハ

七

匁

(

天

正

-
み
年
，
ア
今
古
刀

W
-h小
執
叩
定

-

ぬ

申
貯
は

~ .. 
Il t 

秀
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-
決
の
年
に
死
ん
で
け
る
・

J

、円』包
μ
れ
は
‘

常
数
U
L

布
殺
の
戸
黄
ぜ
る
終
代
.
布
教
品
川
会
'
が
大
点
。
マ
色
町
つ
六

時
村
、

V
L

思
考
す
る
，

右

の

意

味

グ
E
h

リ
‘
比
の
論
々
〈
沖
門
主
と
し
て
純
忠
の
傷
仰
に
入

つ
tr、
動
機
構
で
め
リ
、
安
券
経
誌
七
第
-
一
号
J

F

-

号
品
川
抗
、

品
川
'
注
小
摩
策
氏
の
寸
尚
志
時
代
大
村
-
K
於
け
る
癖
蘇
教
授
頃
務
レ

の
諭
を
対
品
ホ
ド
句
、
マ
の
絵
、の
学
界
の
成
東
左
ど
っ
て
耕
突
し
た

0

・
結
論
と
し
て
、
戸
、
ス
ぜ
犯
に

rか
け
る
大
名
の
所
領
命
同
僚
・
純

忠

の

窪

滑

約

基

根

等

左

欲

的

に

杷

濯

す

る

多

‘

一

方

当

時

の

大

名

の

婿

神

的

動

向
ハ

把

握

が

今

後

・め
問
題
ヒ
な
る
ご
主
が
ゑ
へ

ら
札
。
。

百
来
同
支
持
安
上
、

中
止
了
承
期
末
習
に
於
け
る
地
侍
の

地

総

ど

そ

の

一

動

向

石

魂

え

?霊

くS)

箱

滅

菌

三

浦

郡

公

勿

村

に

在
・
ウ
た
山
河
件
程
h

る
三

k
uか
黒
し
宍
役
割
・
持
に
水
緑
年
前
に
於
げ
る
者
歌
谷
氏
A
W

略

由
「
広
置
し
〈
崩
発
)
マ
の
他
に
よ
る
山
札
胤
味
合
ハ
へ
の
寸
来
援
L

ハ
忠
勤
)
、
定
ハ
正
午
前
に
炉
、
け
ら
舌
佐
の
』
梯
的
運
'
動
に

‘
ポ
島
石

寝
両
氏
.
が
ど
サ
・
試
は
芝
、
円
芝
此
た
政
政
な
笹
厳
等
を
み
ち
・

文
4
R
誌
の
よ
か
ら
尚
武

mh

経
痛
約
権
力
付
骨
来
h
w
-

焔
を
窺
、
つ

ケ
え
て
を
の
時
点
的
〈
梅
吉
の
小
宙
線
紙

A
v、
北
滅
的
必
城
山
・
位

や
せ
末
期
、

を
も

・
考
え
て
三
原
例
措
品
川
的
住
定
一
k
そ
の
性
格
を
担
え
よ
う
ど

試
み
た
も
の
で
わ
る
。

月

h
比
百
{
さ

二
月
寸
久
宵
{
$

一
月
十
八
百
宝
)

A、
広

勢

毅

告

三
月
十
八
臼
に
行
・
?
ぶ
府
議
療
全
珂
催
に
つ
U

マ
研
究
室
で
打
令
ゼ
を
す
る
・
宣
伝
労
・
涯
、
そ

ρ
棺
に
づ
い
て
梯
議
す
る
ρ

鼻
持
、
竹
内
・
』
凡

山
駒
郡
殺
d

バ
・
ぴ
淀
辺
・
末
決
・
宥
米
、
キ
膿
・
笹

百
手
買
が
原

今
信
三
時
よ
リ
以
前
議
時
刻
会
期
催
に
つ
け
て
明

党

震

に

マ

毛

宴

会

当

日

の

係

分

担

等

主

次

め

る
。
京
会
希
は
荊
詑
に
閉
じ

a

-牟
t
M
-
一
昨

4
り
、
学
生
ホ
ー
ル
講
堂
に
て
公
向

講

策

会

、
4
h
つ
↑
々
の
ゆ
ゑ

dm
だ
っ
#
ハ

s

時
間
読
者

は
教
育
関
係
者
、
学
生

H
r
eヲ
〈
'
約
七
十
人
集
つ

北九

機

械

イ
‘
#
リ
ス
議
会
制
授
の
養
宣

竹

内

在

費

通貨

車主

議
1舟

中
対
英
略
物

朗
渇
維
新
実
の
新
し
け
克
方
、
芳
元
、
万

，
義
且
作
ぜ

e
Jハ、相即

h
E
Z 

激

増脅

京
J
4
4
必
ず
9
4
4品川

θ
Aぽ
4川
府
)

ぷ支

持

寝!

雪平
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((，) 

町
月
二
十
W
回
(
亘

五
月
ニ
十
八
百
(
官
。

此
の
百
の
詳
細
な
詑
多
ば
前
四
拘
の
湿
り

安
守
人
伝
説
立
与
俗
ゑ
時
半
よ
リ
‘
曇
械
学
前
に

ザ
，
、
第
一
旬
鵠

Ae.
会
副
の
審
議
、
岨
肌
案
遁
リ
通

過
.
会
長
に
線
』
灯
基
氷
知
数
竣
就
任
‘
一
樹
胃
ド
い

法
放
火
雰
総
長
及
武
谷
川
女
学
部
長
、
ず
厄
淘
骨
折

二
部
長
を
推
薦
合

第
J

団
交
暗
順
調
査
藤
井
会
見
択
を
始
め
竹
内

え
山
、
小
品
田
救
殺
が
靖
導
に
き
‘
り
此
た
a

午

前

先
持
商
人
げ
寺
駅
前
集
合
品
川
レ
ム
リ
の
初
費
の
宙

薗
を
友
ピ
譜
リ
と
「
円
ぢ
左
百
顧
し
づ
ラ
ヤ
ご
ろ

出
す
く
の
せ
興
趣
R
々
を
治
も
の
で
あ
る
.

参
畑
の
中
的
，

e

武
誰
冨
弁
キ
叶
酬
を
調
査
・
‘
府
中
町

大
冒

4m
神
社
に
て
宝
物
を
誇
担
し
A

ゲ
倦
河
原
-to

曲
殿
場
に
朽
〈
e

古
殿
場
却
再
会
稗
に
て
綜
非
会
民
官

の
説
悶
を
建
J

¥

.

4

宵
が
悔
リ

ha
レ
だ
の
で
謎
過

を
遭
っ
て
み
倍
河
原
町
執
へ
急
ぐ
ゐ
京
乏
棋
を
利

用

し

て

を

靖

特

サ

両

ヘ

行
・く

e

雨

に

け

山
小
る
蔑

村
の
風
烹
は
門
ロ
が
♂
視
の
立
う
に
美
し
い
の
ふ
7
鉱
峰

村
旬
A
W

珂
の
川
町
時
践
に
て
少
穂
町
明
治
緩
新
に

渚
躍
し
六
三
保
安
要
の
剖
荘
戸
、
つ
尺
も
の
e

安

に
跳
霊
絶
桂
、
多
産
川
を
は
芝
む
平
努
を
見
下

レ
て
汗
乏
或
'
'
¥
認
室
な
ど
晃
ぜ
て
け

tr:〉
く

藤
弁
先
生
は
戒
時
中
北
欠
に
療
関
し
て
お
・
η

れ

此
却
代
で
維
新
安
h
F

賓

室

な

論

支

の

数

々

1三
由

大

河

J
1
百
八
よ
)

「
武
重

を
執
筆
写
さ
づ
戸
、
の
で
あ
為
、
つ
小

1
・

野
の
併
の
簡
め
若
干
な
れ
ば
わ
を
尋
か
て
も
あ
ぱ

ん
と
ぞ
涯

、7
L.
と、い

う
小
町
の
ロ
マ
シ
テ
ィ
ツ

ケ
今
軟
な
ど
も
題

υ
弘
さ
れ
る
・

大

惨

慌

の

欠
J

い
さ
ん
が
沈
め
向
は
祭
主
詩
約
の
遭

跡

で
后
患
が
沢
山
留
ま
す
と
教
え
て
下
き
る
。
.

そ
う

云

ほ
れ
て
み
る
と
英
和
川
吠
品
々
に
ち
、
り
ば

っ

て
い
る
活
が
ピ
れ
も
こ
れ
も
后
存
め
切
く
買
え

る
e

ニ
・
三
一
培
っ
て
久
下
さ
ん
に
鎚
史
し
マ
も
、
つ

、
司
ノ
@

多
弁
J

聖
蹟
託
念
館
に
行
く
。
動
室
副
似
土
の
遁
沼
田

遺
墨
に
柊
し
・
藤
弁
先
生
よ
リ
説
朗
し
て
項
〈

も
う
玄
待
遇
、
ぎ
て
.
い
た
。

九
州
を
下
り
る

・

線

桜

ケ

企

の

取

前

に

て

解

散

・

実

に

乗

し

け

有

綾

な

る

一

日

で

あ

つ

だ

。

水

会

の

余

震

で

あ

り

な
〆
・
っ
吟
年
一
が
遣

-フ

ピ
硲
ど
町
内
泊
町
、
む
へ
渉
も
伝
く

瀕
も
妓

z
u
t
如
・
η
ゐ
ミ
ヒ
ー
か
多
い
の
で
あ
る
が
・

上

回

巾

乏

ご
ん
な
機
会
仁
柑
わ
グ
ラ
イ
〈
の
人
々
た
も
安
は

リ
親
控
を
周
砕
く
す
る
手
今
、
て
さ
る
の
4

1

1

ぷ
此

の

俊

の

久

を

右

差

義

の

}

っ
て
あ
，
っ
た
.

み，、、つけ

ぅ
意
味
で
も
今
後
凶
ロ
ヲ
る
機
め
あ
ろ
易
会

r
q

広

ま

る

・丈
多
数
の
会
員
諸
君
却
が
本
加
ぜ
わ
れ
る

李
左
零
堂
す
答
。

会
で
鶏
入
し
か
ヘ
勾
港
を
使
っ
て
竹
内
教
均
が
泊
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六
月
エ
ナ
古
田
μ

〈宇
-v

七

月

八
日
(
主
〕

七
宮
川
十

J

一
回
ハJ
m
)

('T ). 

鮮
の
古
代
英
、物
吹
を
講
義
さ
れ
だ

.

女
学
会
第
♂
百
例
会
乏
午
後
、
一
八
持
よ
リ
し嘉
悦
吟

冨
七
番
験
室
で
開
催

百
本
初
期
hm
女
将
更

の
J

K
々

嘉

|

蛇

口

火

結

挽

寸
小
川
耗
芳

-
V
叫
に
勺
け
て

大

字

院

中
世
・
示
期
索

固
に
於
け
ろ
助
凡
待
の
性
格
と

そ
・
の

J

'

動
{
明
日
い
づ
叶
て

大
孝
時
間

rm
場
段
差

詳

細
川
同
前
絡
の
透

り
.

午
危
叩
判
賂
叫
す
よ
り
研
究
室
じ
て
虫
学
会
委
演
会
。

藤
対
会
長
、
竹
内
、
丸
山
数
殺
弘
氏

一
ぴ
芳
生

側
委

員
、
海
辺
、
品
潟
水
、
水
奏

安

感

、
笹
目

、
馬

場
、
京
集
会
委
費
め
A

ザ
撃
事
・
穿
を
決
め
る

.
ハ
七

月
三

十

二
日
の
呑
賀
会

で
多
少
の
修
正
が
あ

っ

た
の
で
修
正
さ
札
た
も
の
を
掲
げ
て
お
く
，

底
務
部
参
貴
賓
水
戸
沼
与
学
藤
〈
市
街
匂
)

森

〈
曹
三
)

キ
辺
(
キ
〕

企
品
部
寺
田
爽

、
正
小
浜
ハ
旧
三
)

会
計
部
毒
襲

電
百
ハ
新
耐
山
)

新
由
(
卒
)

時
何
場
(
者
プ
一
)

4
清
水

(

市

山

三

)

為
場
八
新
4
一
〕

笹
百
(
釈
明
)

鶴

湾

ハ
悶
d
h
-
)

品
川
者
ハ
何
回
吉
一
)

午
命
大
将
ぷ
リ
研
究
室
に
て
d
x
寺

会

巷

責

会

，

蘇
」
丹

、
竹
内
、
爾
勝
、
久
山
級
品
伐
・
偉
生
制

he

輸
銀
潤
部
卒
費

廷
判
卓
八
お
京
集

a

七
月
ニ
士
百
(
土
)

七
月
JZt七
百

宋
)

安

誉

会

の

あ

り

方

に

つ

け

て

灰

岩

女
学
会
報
終
行
に
つ
け
て
そ
の
内
容
積
朝
準

左
決
め
る
。

会
費

朱
納
を
h
v

何
仁
し
て
更
正
す
る
か
に
つ

り
て
協
議
、

昨
川
肉
殺
検
よ
リ
入
信
計
報
告
が
め
つ
だ

.

第
二
学
朔
に
於
け
る
会
の
通
勤
計
晶
左
協
議

第
二
回
例
会
を
十
月

主
句
、
新
思

の
権
威
者

主
将
時
め
予
定

公
肉
講

一蒲
会
左

十
一

月
中
h
句

第
二
胃
潰
靖
調
益
を
十
一
河
下
句

、
金
沃
支

患
の
予
実

午
危

二
時
、
攻
字
会
苓
窮
会
、
藤
括
ベ
イ
肉

、
火

山
教
検
及
び
海
道
、
本
浜
、
.
安
藤
、
普
百
、
鶴

開
事
貰
吉
本
集

主

と
し
て
会
報
捕
甥
に
つ
い

て
協

議

湧

州

事

相

き

ま
ど
め
る

・

'w寸
伝
一
一
・
詩

・

Am
動
委
要

車
帽
を
集
め
掛
翁
.

氷
煮
に

て
教

魯

E国

〈
氷
議
愚
貰
〉
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<f> 

大
挙
官
民
章
生
の
碕
究
話
周
目

商
素
地
芳
左
中
山
と
せ
る
古
墳
ピ
県
明
治
に
つ
け
て

伊

藤

司

木

市

製

鏡

に
つ

υ
て

ゆ

γ

-秀
吉
孝
上
品
リ
由
党
た
大
怪
文
川
仙
の
彰
響

庁
外

吉
宣
明
よ
リ
見
た
よ

κ人
の
信
仰
生
洛
に
つ
け
て

ル川
1

・
軍

毒
古
な
と
よ
リ
売
だ
上
利
八

の
美
術
、
佐
治

環

埴
輸
に
づ
け
て

竃

吉
場
副
葬
持

に
依
審
其
に
つ
い
て

宮
本
近
越
境
特
に
浪
人
の
研
莞

平

き
り

し
だ
ん

・吏

が

川

平
キ
4
R
が
刊
の
社
会
情
都
品
村
に
意
見
十
三
歯
保
に
づ
け
て

高

格

道

中
古
末
期
教
比
僚
魚
浩
平
い
に
於
け
る
地
侍
の
研
究渇

石

公

摂下田辺持場山

都4手司

首J昔

カ

f守

義平

青島

事宇夫

1を

ミ乙

学

内

便

り

ロ
故

野
上
総
長
急
逝
綾
し
ぽ
ら
く
官
官
聞
に
た
づ
て
け
た
が
。本
学

に
縁
故
深
い
大
内
会
街
博
士
ま
七
月
一

g
附
で
新
総
長
ど
し

て
お
迎
え
し
だ
.
通
仕
者

2
m村
々
と
ど
は
誌
に
凄
び
に
絶
え

孝
け
.
災
末
の
新
制
号
部
の
外
、
本
年
産
A
V

・り
新
制
の
工
宇

都
及
が
短
期
大
会
，が

併
殺
さ
孔
・
工
学
部

、め
持
品

、
電
気

-

産
設

・
話
嘗
・
短
期
の
帝
径
・
工
学
等
、

-v
、
の
入
時
+
者
討
会
ゆ

否
A

無
名

〆
新
た
に
増
加
し
、
.
当
局
は
教
室
の
斡
旋
等
で

dw
レ

日
悲
鳴
す
乙
あ
げ
て

り
る
・.

ロ
今
年
度
の

f
d入
科
の
講
黄
ば
特
末
の
名
講
産
が
益
三
本
格
、
約

と
な
リ
律
生
を
う
な
ら
ぜ
て
け
る
が
、
棋
系

・の
外
に
新

h
レ

火
、
古
文
誓
宇
の
峰
換
先
生
・
ア
メ

リ
カ
史
・h
り
清
氷
先
生
、

品
川
孝
思
想
、ゆ
へ
の
む
刊
本
先
生
芽
、
揖
宵
々
の
ぺ
デ
ッ
ト
紙
芝
迎
え

以
前
よ
リ
手
掛
刊
の
女
学
升
の
教
教
障
が
一
層
様
化
さ
此

某
の

乾
慢
は
嘉
司
令
ぺ
さ
主

の
が
あ
ろ

う
。
只
羽
本
美
術
賓
の
講
座

が

途

中

で

切

れ

て

し

ま

っ

て

か

ん

じ

ん

な

rま
科
の
詩
向

来
に
兎
え
事
ゆ

く
な
つ
だ
ご
と
J
M

寂
し
い
と
い
ふ
予
が
聞

え
b
，

ロ
ニ
十
五
』
界
髭

AF-mτ
置
が
比
だ
「
吏
併
の
大
法
'
・
院
入
一
一
写
率
-
J
M

ぽ
札
何
の
そ
此
ヒ
比

、
べ
割
ム
マ
に
者
ぺ
、
藤
梓
ゲ
ル
1

4

p
r

て

河

野
グ
ル
ー
ヲ
七

、
丸
山
グ
ル

1
4
μ

之
、
卦叫
‘f
r
一
る
に
速
し
毎

買
定
期
祈
究
会
等
を
持
っ
て
無
山
に
研
賀
し
て
い
る
。
(
到

賓
の
然
刈

・・
浴
場
話問
遣
の
研
・電
発
煮
は
其
の
一
つ
〉

芳
品
加
は
達
、つ
が
本
会
'
m
w

通
信
教
育
は
・
其
の
占
内
窓
附
伊

ロ
-
方
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非

情

に

侵

九

て

り

る

ご

ど

，

孝

賓

が

劇

人

伶

じ

佑

廉

で

め

ろ

こ

と
、
原
市
の
洛
献
が
憩
如
で
め
る
二
と
等
で
・
都
下
各
大
学
に

較
べ
壷
u
F

に

申

込

み

多

く

・

経

ム

廿

ぜ

て

寺
金
教
は
淳
、

うt

戸
方
ニ
ヰ

i

名
在
、
完
成
し
、
前
ほ
続
々
ど
申
J
込
み
が
わ
る

a

通

信

教

育

め

規

定

に

よ

る

気

二

回

大

遁

向

の

ズ

ケ

1

リ

Y

少

ぽ

七

月

サ

叩

B

か
ら
商
婦
さ
札
為
乎
賞
で
・
昨
今

‘
近
、
代
的

久
叫
川
・
広
島
等
の
達

建
ー
リ
ュ
ッ
ク
ー
を
有
費
う
て
圭
育
長

労

M
U

・
り
遁
に
上
京
し
て
末
る
姿
、
が
多
数
兎

M

リ
比
頼
も
し
け
依

り
で
あ
る
。

ヘ」』、
L

Z

一

ゾ

ハ
4

双
山
川
一
一
や

日
災
)

の

こ1¥
J口

サ
平

法

政

大

学

本

診

は

一

八

七

九

ヰ

ハ

四

'
沼

一

エ

ーま
)
応
、
一
時
ピ
レ
て
ほ

同
一
芯

hm

h
hリ
三
ー
維
』
ヲ
核
ヒ
し
て

一
如
訪

竺

れ

か
京
、
一円ホナ
出
ふイ

辻
ピ
、
一
T
4
9
積
初
~
嶋
中
広
不
仲
サ
品
崎
ソ
』
改
め
明
治
二
一
ニ
(
い
寺
山
口

鼠
穴
字
・
ど
支
ぺ
為
ド
中
八
三
九
キ
大
津
込
ヒ
レ
円
今
大
山

4
'

↑'M
V
Aパ

帯
高
森
二
叫
与
枠
制
改
長
l
d
'

ょ
っ
新
制
六
位
J
r

ど

諮

問

し

た
e

七
一
一
三
・
苅
の
か
品
開
干
の

-A誌
-
K
斜
冷
O
L
h
u
礼

め

で

戸
め
つ
吃

.
1
.
売

忌

↑町
内
活
ケ
匂
〈
法
一
徳
学
科
、
政
治
情
守

科
、
間
H

H

m

H

事
科

V
X皮

J

‘一蔀
(
舌
惨
料
、
田
干
支
守
科
、

英
文
守
山
科
‘

V
A
亨
軒
、
均
一
諸
学
科

ν
各
A
J
A

営

鞠

〈

怒

沼

写
↓
府
、
一
明
家
写
J
Wけ
〉
工
事
部
ハ

μ

荷
崩
エ
単
科
、
意
気
工

写
時
、
建
設
工
一
考
科
、
経
管
工
学
科
〉

にか

あ
り
‘
一
六

b
n
A
干
汽
草

η
一
臨
怠
wr

笠
ワ
て
冬
方
面
の
議
主
が
弘
、

b
m

b
.

乏

が

盟

宿

駅

KR
掬
d
拓
-
加
)
一
十
'

d

一
」
司
叶
十

R
K
訣
主

セ

削

本

勾

h

x

H
吋
且
眠
初
下
‘
あ
っ
た
れ

( 'l ) 

第
-
柑

筑
戸
一
撤

第

三

株

同
雷
押

叩

出

係

第

ゑ

係

第

六

線
法

鼠

夫

学

受

学

会

会

制

b A 

名

ご
の
A

俸
は
法
試
犬
、
学
占
X

山
写
会
と

・殺
す
る

的

百

ミ
の
会
は
噴
砂
寸
の

研
買
を
百
例
ど

L
M刊
ぜ
て
会
員
組

互
の
{
判
主
ど
視
踏
ま
由
る
も
の
芝
す
る

業

ご
の
人
僚
は
次
め
事
業
を
行
右
う

事
Z者

念、

究

誘

寝

入

須

実
池
端
歪
d
A
J
a
現

芋

そ

の

他

こ

の

会

の

自

助

ま

遣

す

る
た
め
に
必
要
キ

宅整

案宇

務1

点
刊

で
の
会
の
湯
平
常
所
を
索
京
都
手
、
ル
代
田
区
富
士
田
光
町
一
一
一

7

8
て
各
地
、
ま
寂
大
津
・
ギ
〈
縁
部
ψ
入
学
研
究
室
内

に

董

〈ム
~、

実

コ
の

A

告
は
本
学
受
像
針
の
激
賞
V

」
商
科
在
砕
寸
生

前仰

が

準

業

症

を

主

と

し

そ

の

他

特

に

入

会

を

希

援

す

る

岩

迄
九
公
演
と
す
る

ご
の
会
の
会
頭
は
争
河
サ
司
志
向
の
会
費
を
納
め
ち
も

の
νし
す

る
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。σ}・

第

七

保

第

八
嶋

い
係
え
係

添
川・
十

権

持
第
一
様

盛
和
二
像

位

買

ご
の
会
に
は
沢
の
殺
請
を
置
く

会

設

を

名

・本

e，
吠
偉
科
芝
川
也
、
Z

-い
草

く

顧
旬
若
キ
名
人
俊
民
吹
が

こ
此
を
地
推
薦
す
る

各

漬

若

子

E

泊
由
実
等
特
徴
員

-z.在
学
掌
住
専
買
収

双
正
会
長
の
任
場
に
よ
る
キ
繁
生
を
以
て
て

川
和
に

あ
て
る
。
々
の
任
期
は
-
年
u
c
す
る
.

岨

し
重
任

を
妨
げ

5
1々
ほ
会
長

ば
等

質

守

主
リ

謡

千
Z

唱
の
幣
仕
季
異
を
依
嘱
す
る

経

安

、
』
の
会
の
経
費

は

会

事

の
会

賞

及

び
そ
の

柑
の

校
入

を

む

づ

て
き
す
か
々
う

コ
の
会
わ
会
計
は
出
世
年
度
の
総
会
ド
お
い
て
穀
告
す

わ

も

の

v
と
す
る

会

議

こ
勿
会
の
会
議
ほ
お
ス
の
三

稽

vι
す

る

主
ム
位
、

例

入

会

時

時

総

会

総
会

J

茸

-
E・ご
点
，
注
目
別
宅
そ
の
年
庵
の
き
・
繋
及
び

経

費

な

ど
を

審
議
決
定
す
る

s

刷

会

は

年
ニ
由

主
す

多、。，. 
高
阿

d
R

総
会
は
必
要
に
舟
じ
て
さ
れ

を
向

く

e

附

副

会
引
の
通
安
司
総
会
の
決
議
を
経
な
け
札
、ば
な
ら
な

い日

「
こ
り
会
釧

の
軍
骨
骨
上
必
零
岸
地
細
訓
は
会
長
が

コ
れ
を

宍
め
総
会
に
報
告
す
る
も
の
ど
寸
'る
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